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面積…26.45k㎡

人口…112,207人（前月比+4）

　男…  53,449人

　女…  58,758人

世帯…  49,836　　

　（平成30年6月30日現在）
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●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　5年前の8月に行われた『ラジオ体操・みん
なの体操会』の写真です。
　この夏8月25日㈯、峰塚公園でいっしょに
ラジオ体操しませんか。（P27参照）

市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプルに表現
したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と発展性を示
しています。

市職員の派遣状況
　市水道局は、応急給水活動で 6 月 18 日・19 日に高槻市へ 6 人の職員を派遣。
市からは、大阪市北区や茨木市に被災建築物応急危険度判定士を 6 月 19 日～ 6
月 28 日で延べ 32 人を派遣、また、枚方市や茨木市には家屋の被害認定を調査す
る職員を 6 月 26 日から延べ 30 人（7 月 17 日現在）派遣しています。

市役所本館・別館／支所／市民会館／ MOMO プラザ／丹治はやプラザ
石川プラザ／ LIC はびきの／はびきのコロセアム／陵南の森総合センター
人権文化センター

▼ 義援金箱設置場所

　上記の２つの災害に対して、日本赤十字社羽曳野地区（羽曳野市社会福祉協
議会）は次の 11 箇所に義援金箱を設置しました。なお、受領証が必要な方は、
市役所別館 1 階 7 番窓口社会福祉協議会まで義援金を持参ください。義援金は、
日本赤十字社を通じて、被害を受けた地域へ届けます。

問合せ　日本赤十字社羽曳野地区（羽曳野市社会福祉協議会）　℡072-958-2315

　大阪北部地震ならびに西日本豪雨では、多数の尊い生命が失われ、多くの住民
の方々が被災されました。亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとと
もに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

大阪北部地震　　  　　マグニチュード 6.1

▲ 応急給水活動 ▲ 市職員派遣

　あれから 7 年と 5 カ月。約 60 世帯が暮らす竹駒町にある
『滝の里工業団地 仮設住宅』を訪ね、被災した当時や現在の
心境などをお伺いしました。（滝の里仮設住宅には気仙川河
口西側に位置する今泉地区で暮らしていた方が多い）今泉地
区は 3.11 の津波で、約 600 世帯が暮らしていた民家のほと
んどが流失し、200 人以上の方が犠牲となりました。
　今回は、津波の発生時の状況、避難所暮らし、仮設住宅の
生活などについて伺いました。

復興を願って ～東北 陸前高田を訪ねて～
訪問者／樽井佳代子議長  北川嗣雄市長

　生き残ったのは偶然
　現在、滝の里の仮設住宅で暮
らす植村たい子さん。3 月 11
日の地震発生後、津波を警戒し
一度は高台へ避難したが、家族
の薬や孫のジャンパーを取りに
家に戻りました。その時、『庭
へ乗用車が波に流され突っ込ん
できたので、あわてて家の 2
階へ上がりました。ところが黒

　二度と津波に負けない
　滝の里仮設住宅自治会の会長を
務める小野田髙志さんは、『地震発
生直後に地元の小学校に足を運び、
児童らに高台への避難を促しまし
た。その後、ご近所の高齢者宅へ、
避難してくださいと声をかけて回
りましたが、何人かが亡くなりまし
た。』と当時の状況を話されました。
また、『目の前で流される人もいた。
ロープがあればよかったが･･･。今

　避難所生活から仮設住宅での生活へ
　自宅を流され、暮らす場所を失い、お寺や公民館などで避
難生活を余儀なくされた。電気もないため、ロウソクで夜を
過ごした。約 1 カ月は電話も使えなかった。避難してすぐの
食事はおにぎりを数人で分けた。生活スペースを間仕切るダ
ンボールなどもない。パンツを裏返してはいたり、お風呂に
も入れない日が続く。日常生活ではあたりまえの洗顔、歯み
がきすら十分にできない状況。清潔に保てないと、健康面に
も間接的にダメージを与える弊害が起こる。プライバシーも
ない状況がいつまで続くのかと不安が募った。
　地震から約 3 カ月経った 6 月 6 日に、仮設住宅へ入居す
ることができた。鍵をもらった時は嬉しかったと、みんなが
声を揃えて当時を振り返る。長年暮らした自宅とはまったく
違うが、くつろげたり、米をとぎ 料理を作ることができるこ
とに感謝した。隣近所は以前とは違うが、仮設生活では疎遠
にはならず、身近に感じてみんなと接することができる。
　▲ 集まっていただいた 10 人の方からお話を伺いました。

い海水が入水し、首から下が浸水しました。波が引くのを
待っていましたが、家ごとプカプカと流されはじめました。
その後、何度も波が押し寄せ、気を失いました。たまたま、
家がひっかかり流されず、翌日、救助されました。』と当時
を振り返りました。一度は高台に避難したが、自宅に「お金」

「位牌」「服」などを取りに帰った時に犠牲になった方が多
いと聞きました。植村さんは最後に『今、私が生きている
のは、たまたまです。』と話しうつむきました。

でもその方の顔が忘れられない。』と唇をかみしめました。
　最後に、小野田さんは『つくづく感じたのは、地震や津波
の発生時に、家族内でどのように行動し、どの場所に集まる
かを決めておくことは重要です。』と教えてくれました。

　集客の核となる大型商業施
設「アバッセたかた」は市立
図書館を併設整備し、来場者
の相乗効果が期待できます。
また、2020 年の春には同施
設東側に文化会館が開館予
定。（ホールは 600 席以上）

西日本を中心とした大雨被害
広島市安芸区や東広島へ
　7 月 7 日㈯の夜半過ぎ、緊急消防援
助隊大阪府大隊（約 400 人）の一員
として、柏原羽曳野藤井寺消防組合か
ら４隊15人が救助活動にあたるため、
広島市安芸区や東広島市へ出動。記録
的な豪雨によって、局所的に発生した
土砂崩れの現場で、生存者の捜索や救
出活動に注力されました。

　7 月 10 日㈫、市はアル
ファ化米 5,000 食や飲料
水 2,400 本などを広島県
へ送りました。

昨年 4 月誕生（かさ上げ地区）




